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イベント概要 

 

[企業名]  アスクル株式会社  

 

[企業 ID]  2678 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2022 年 5 月期 第 2 四半期決算説明（プレゼンテーション）  

 

[決算期]  2021 年度 第 2 四半期  

 

[日程]   2021 年 12 月 16 日  

 

[ページ数]  26 

 

[時間]   15:00 – 15:19 

（合計：19 分、登壇：19 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

取締役 CFO  玉井 継尋（以下、玉井） 
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登壇 

 

 

玉井：こんにちは、CFO の玉井です。2022 年 5 月期 2Q 決算のポイントを説明させていただきま

す。 

スライド 3 ページ、エグゼクティブサマリーです。 

2Q 業績は、連結全体では、ほぼ計画線の着地となっており、売上高および各段階利益ともに過去

最高を更新しております。 

BtoB は、1Q に引き続き感染対策商品の反動減が続いているのに加え、オフィス用品の需要低迷の

影響を受けておりますが、プラス成長を確保しております。一方、利益は、コストコントロールに

より計画通りの進捗となっております。下期は、商材拡大のスピードを上げて、通期業績の達成に

向けて邁進してまいります。 

LOHACO については、新本店の機能追加により、特に本店の成長性が向上してきており、下期は

さらなる収益改善に取り組んでまいります。 
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中期経営計画の戦略の大きな柱である商材拡大について準備を進めてまいりましたが、いよいよ下

期から本格的にスタートを切り、今期は 200 万アイテム増の 1,100 万アイテムを実現してまいり

ます。 

一方、ASKUL 東京 DC については、半導体供給不足の影響によりマテハン工事の進捗への影響が

余儀なくされる見込みですが、中期経営計画の目標数値には影響がないものと考えております。 

プラットフォーム改革については、後ほど具体的な例を説明いたします。 

 

まずは、2022 年 5 月期 2Q の実績について説明いたします。 

スライド 5 ページ、2Q の連結業績になります。 

売上高は、前年同期比 101.3%の 2,090 億円となり、過去最高となっております。売上総利益率

は、前期比においては特需的要因の反動の影響を受けておりますが、1Q の水準を維持しておりま

す。 

一方、物流配送効率の向上や固定費の削減により、販管費比率の改善を図った結果、営業利益、経

常利益、当期純利益ともに過去最高益を更新しております。特に当期純利益は、前期の特別損失の

影響がなくなり、前年同期比 131.6%と大幅な増益となっております。 
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スライド 6 ページ、四半期ごとの事業別業績になります。 

2Q 累計の連結業績はほぼ計画線と申し上げましたが、四半期別で見ると、BtoB は成長率の回復、

LOHACO は営業利益のもう一段の改善が急務と考えており、対策も含めて次のスライド以降で説

明いたします。 
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スライド 7 ページ、BtoB 事業の業績になります。 

売上高の前年同期比は 100.4%となっておりますが、収益認識に関する会計基準変更の影響を補正

すると、実質 101.6%となっております。感染対策商品の反動減に加え、オフィス用品の需要低迷

の影響を受けておりますが、プラス成長を確保しております。 

営業利益の前年同期比は 84.4%となり、前期の特需の反動を受けておりますが、中期的なトレンド

においては収益構造の改善が進んでおります。また、一時的な成長率低下の影響を、主に物流配送

効率の改善により吸収し、営業利益は計画通りの進捗となっております。 

 

スライド 8 ページ、BtoC 事業の業績になります。 

売上高は前年同期比 103.2%、会計基準の変更の影響を補正すると実質 104.7%となっております。

1Q においては、新本店リリースに伴う販促の抑制などにより成長率が一時的に低下しておりまし

たが、新本店リリース後にお客様のニーズの高い機能を次々と追加したことで、LOHACO の 2Q

期間は実質二桁成長となっております。 

営業利益は、前年同期差で 8 億円の改善となりました。LOHACO の改善に加え、グループ会社の

チャームの業績が好調に推移したことも寄与しております。 

LOHACO の変動費比率、固定費比率の改善は計画通り進捗する一方、新本店のリリース以降、お

客様の買い回りが一時的に低下したことにより、売上総利益率の改善が踊り場となっておりました



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

6 
 

が、機能の追加によりお客様の買い回りが回復してきたことなどから、足元 11 月度は前年同月度

差で 1.1 ポイントと、大幅な改善となっております。下期はもう一段の収益改善に努め、来期の黒

字化を実現してまいります。 

 

スライド 9 ページ、ロジスティクス事業・その他の業績になります。 

売上高は、3PL 事業の拡大により、前年同期比 122.2%となりました。 

営業利益は、三芳センターの立上げコストの影響がなくなり、計画通り大幅な改善となっており、

通期では黒字転換を見込んでおります。 
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スライド 10 ページです。 

営業利益の過去最高益更新に伴い、EBITDA も過去最高を更新しております。 

 

スライド 11 ページ、株主還元についてです。 
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中間配当金は一株当たり 15 円としており、株式分割後基準で 5.5 円の増配としております。中期

経営計画における利益成長を実現し、さらに株主還元を充実させてまいります。 

 

スライド 13 ページ、ここから BtoB を説明いたします。 

BtoB は、中期経営計画で掲げたオフィス通販からのトランスフォーメーションにより、さらなる

成長を目指してまいります。 
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スライド 14 ページは、今回初めてお示しする BtoB の購入お客様数の推移になります。 

前期の中小事業所の購入お客様数には、衛生用品特需により個人ユースのお客様が多く含まれてお

り、今期はその反動を受けておりますが、ベースの企業のお客様数は成長基調を継続しておりま

す。また、中堅大企業の購入お客様数は、着実に増加しております。 

BtoB は前期の反動で一時的に売上成長率が鈍化しておりますが、成長の基盤である購入お客様数

は堅調に拡大を続けており、今後、商材拡大と Web 戦略で成長率をしっかりと上げてまいりま

す。 
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スライド 15 ページ、BtoB 単体の品目別売上高になります。 

消毒液、グローブなどのメディカル商品は、引き続き注力カテゴリーとして、反動減が一巡した後

の再成長を目指してまいります。生活用品・MRO は、オフィス通販からのトランスフォーメーシ

ョンの中心となる成長分野として、品揃えスピードを加速してまいります。 

また、それ以外の OA・PC、文具事務用品などの従来型オフィス用品については、引き続き当社の

トップシェア商品群の一層のシェア向上を図ってまいります。 
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スライド 16 ページ、中期経営計画の最重要戦略の一つである、品揃え拡大の進捗です。 

左側に示している取扱い商品数については、2Q 期間では 13 万アイテム超を増加し、905 万アイテ

ムとなりました。中期目標の 1,800 万アイテムに向けて、下期は本格的な拡大を実行し、200 万ア

イテムの増加を予定しております。 

右側に示している在庫商品数については、2Q 期間で約 8,000 アイテム増の 12 万 4,000 アイテムと

なりました。ASKUL 東京 DC の稼働を待たず、引き続き AVC 関西における在庫拡大を先行し、そ

のスピードを加速してまいります。 
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スライド 17 ページ、オリジナル商品数についてです。 

前ページの取扱い商品数と同じく、オリジナル商品においても、海外工場の一時的な閉鎖の影響が

あり、8,500 アイテムとなっておりますが、売上高構成比は 35%と回復基調となっております。 

今後は、中期経営計画で掲げた戦略業種である、医療介護および製造業の 2 大業種のお客様向け商

品を中心に開発を強化し、下期は 500 アイテムの増加を予定しております。 
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スライド 18 ページ、ASKUL 東京 DC の進捗です。 

半導体供給不足の影響で、稼働開始時期が 2022 年夏から 2022 年中へと数カ月延伸する見込みと

なりました。 

稼動は延伸する見込みですが、設備投資金額や中期的な商材拡大計画に変更はなく、中期経営計画

の数値目標に影響することはございません。東日本の最先端フラッグシップセンターとして、しっ

かりと立ち上げてまいります。 
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スライド 19 ページ、プラットフォーム改革についてです。 

左側に示しているのは、在庫量適正化によって品切れ率を改善する取り組みで、前年同期比 3 割の

改善実績となっております。近隣外部倉庫の活用や IT 活用などが奏功し、お客様に対するサービ

ス品質向上、荷分かれによる配送コスト増の抑制に貢献しております。 

右側に示しているのは、AI を活用した在庫配置最適化の取り組みです。物理的に全ての物流セン

ターで、同一の在庫をすることができないことを起因として、荷分かれや遠距離配送が発生するこ

とがございますが、AI を活用した在庫配置の最適化でこれらを極小化し、配送効率の向上を実現

してまいります。 
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スライド 21 ページ、ここから BtoC を説明いたします。 

まず、LOHACO の国内四半期別売上高と伸長率についてです。 

1Q は、新本店リリースに伴う販促活動抑制の影響で、伸長率が一時的に低下しましたが、2Q は Z

ホールディングスと連携した大型販促などにより再成長しております。特に、青の棒グラフでお示

ししている本店の成長性が向上しており、その内容について次ページ以降で説明いたします。 
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スライド 22 ページ。 

LOHACO の売上総利益率は、海外売上の構成比増を主な要因として、前年同期差、実質 0.5 ポイ

ントのマイナスとなりました。 

来期黒字化に向けての重要な KPI である国内の売上総利益率については、新本店リリース以降、

お客様の買い回りが一時的に低下したことで、改善スピードが踊り場となっていましたが、新本店

の機能を次々と追加したことなどにより、足元 11 月度は前年同月度差、1.1 ポイント改善してお

ります。3Q 以降もさらなる改善を目指してまいります。 
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スライド 23 ページ。 

6 月の新本店リリースに伴う販促活動抑制の影響で、1Q の広告費収入が一時的に低下しておりま

したが、2Q は新本店の販促再開により、着実に改善しております。 

次ページで説明する、メーカー向けソリューションビジネスなどで、今後も広告費収入の拡大を目

指してまいります。 
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スライド 24 ページ。 

LOHACO では、広告掲載にとどまらず、当社の持つ購買データ分析や、販促施策の効果検証レポ

ートなど、さまざまな形でメーカーのマーケティング活動を支援しております。 

11 月には、LOHACO マーケティングプラットフォームの新サービスとして、新商品のテストマー

ケティングを支援する LMP Insight Test を開始いたしました。メーカー直結の EC の強みを活か

して、広告ビジネスからソリューションビジネスへの進化を続けてまいります。 
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スライド 25 ページ。 

変動費比率は、配送効率の向上などにより、前年同期差 0.9 ポイントの改善となりました。収益認

識に関する会計基準変更の影響を補正すると、1.3 ポイントの改善となり、計画通り進捗しており

ます。 
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スライド 26 ページ。 

一箱あたりの売上単価は、新本店移管によって、お客様の買い回りが一時的に低下した影響を受け

ております。 

既に２Q 期間中から着手しておりますが、3Q 以降も継続的なサイト機能の改善により、お客様の

利便性、買い回り向上を図り、一箱あたりの売上単価を向上してまいります。 

 

スライド 27 ページ。 

2Q 期間では、Z ホールディングスとの連携により、こちらのページでお示ししているような新本

店の機能改善を実施しております。いずれの機能も、お客様の買い回り向上に寄与するものとなり

ます。 
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スライド 28 ページ。 

Z ホールディングスとの販促連携は引き続き強化しており、大型販促や PayPay ステップによる集

客などの施策により、新本店でのお客様のリピート率は旧本店比で 10 ポイント超向上しており、

本店の成長性の向上に大きく寄与しております。 
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スライド 29 ページ。 

固定費は、ソフトウェア償却費やシステム関連対応の人件業務費の削減により、2Q 累計で前年同

期差 2.8 億円の改善となりました。 

 

スライド 31 ページ、サステナビリティ・トピックスの一つ目です。 

12 月に再生可能エネルギーを追加導入し、これにより、グループ全体の電力使用量の 57%が再生

可能エネルギーへ切り替わりました。 

2030 年 CO2 ゼロチャレンジおよび RE100 の達成に向け、着実に進捗しております。 
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スライド 32 ページ、サステナビリティ・トピックスの二つ目です。 

12 月に 3 年連続で CDP、気候変動 A リストに選定されました。 

当社の強みの一つとして、今後もスピードを緩めることなく、気候変動への対応を推進してまいり

ます。 
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スライド 33 ページ、DX トピックスです。 

当社は 2021 年度 IT 賞において、トランスフォーメーション領域で、IT 最優秀賞を受賞しまし

た。DX は当社の中期経営計画の成功の鍵となる取り組みであり、今後も一層注力してまいりま

す。 

スライドの説明は以上となります。 

冒頭申し上げたとおり、2Q は、ほぼ計画線の着地となりました。改善すべき点はスピードを上げ

て取り組みながら、今期の業績達成を目指すとともに、中期経営計画における大きな成長の実現に

向けて引き続き邁進してまいります。 

ご清聴ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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